
第六次国有林野施業実施計画書

（千曲川下流森林計画区）

自 令和２年４月 １日

計画期間

至 令和７年３月３１日

林野庁中部森林管理局



この国有林野施業実施計画（以下「本計画」という。）は、国有林野管理経営規程に基づき、

国有林の地域別の森林計画及び地域管理経営計画に即し、森林管理局⻑が森林計画区域内の管

理経営する国有林野の箇所別の伐採、更新等について５年ごとに定める５年間の計画である。

本計画の計画期間は令和２年４月１日から令和７年３月３１日までの５年間である。

(森林・林業基本計画)

森林・林業基本法第 11 条の規定に基づき政

府がたてる計画

(全国森林計画)

森林法第４条の規定に基づき、森林・林業基

本計画に即し、農林水産大臣が閣議決定を経

て 5年ごとにたてる 15 年間の計画

(管理経営基本計画)

国有林野の管理経営に関する法律第 4条の規

定に基づき、全国森林計画との調和を保ち、

農林水産大臣が全国の国有林野の管理経営に

ついて 5年ごとに定める 10年間の計画

即して

調和して

(国有林の

地域別の森林計画)

157 流域

森林法第 7 条の 2 の

規定に基づき、森林管

理局⻑が全国森林計

画に即し、森林計画区

域内の管理経営する

国有林の森林整備に

ついて 5 年ごとにた

てる 10 年間の計画

（国有林）

調
和
し
て

全
国
レ
ベ
ル

⺠有林 国有林

即して

（⺠有林）

流
域
レ
ベ
ル

全
国
レ
ベ
ル

流
域
レ
ベ
ル

(地域森林計画) 158 流域

森林法第 5 条の規定に基づ

き、都道府県知事が全国森

林計画に即し、森林計画区

域内の⺠有林の森林整備に

ついて5年ごとにたてる10

年間の計画

(市町村森林整備計画)

森林法第 10 条の 5 の規定

に基づき、市町村が当該市

町村内の⺠有林について 5

年ごとにたてる 10 年間の

計画

即して

一体として公告・縦覧

即して

即して即して

(地域管理経営計画) 155 流域

国有林野の管理経営に関する法律第 6条の規

定に基づき、管理経営基本計画に即し、国有

林の地域別の森林計画との調和を保ち、森林

管理局⻑が森林計画区域内の管理経営する国

有林野の管理経営について 5年ごとに定める

5年間の計画

(国有林野施業実施計画) 155 流域

国有林野管理経営規程に基づき、国有林の地

域別の森林計画及び地域管理経営計画に即

し、森林管理局⻑が森林計画区域内の管理経

営する国有林野の箇所別の伐採、更新等につ

いて 5年ごとに定める 5年間の計画
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施 業 群 面 積 取扱いの内容 伐期齢又は回帰年

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

１ 国有林野の区画の名称及び区域並びに機能類型及びエリア別の区域

機能類型の配置については、国有林野施業実施計画図による。

２ 施業群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法及び伐採量

並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

（１） 伐採造林計画簿

伐採・更新箇所ごとの伐採・更新面積及び方法等については、伐採造林計画簿に示すとおりで

ある。

（２） 水源涵
かん

養タイプにおける施業群別面積等 （単位：ha、年）

施 業 群 面 積 取扱いの内容 伐期齢又は回帰年

小面積分散伐区 1,960.51 ス ギ 60

ヒ ノ キ 75

カラマツ 60

アカマツ 75

⻑ 伐 期 1,734.09 ス ギ 120

ヒ ノ キ 150

カラマツ 100

人 工 林 複 層 伐 204.26 ス ギ 120[60]

ヒ ノ キ 150[75]

カラマツ 100[60]

天然林漸伐複層 457.32 N 200

L 180

施

業

群

主伐を標準伐期齢のおおむね２倍以上の林齢

において行い、成⻑の旺盛な時期から主伐まで

の間に成⻑に応じた間伐を繰り返し、下層植生

の発達した森林。

天然林において、漸伐により部分的に伐採

し、人為的あるいは天然力により複層林化を

図った複数の樹種及び樹冠層を構成（階層構

造）する森林。

伐区を縮小、分散化させることにより、小流

域単位で見た時にモザイク的配置となること

で、林齢、林相が異なる多様な森林。

 人工林において、複層伐により部分的に伐採

し、人為による複層林化を図った複数の樹冠層

を構成（階層構造）する森林。
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施業群分類 上限伐採面積 備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（３） 水源涵
かん

養タイプの施業群別の上限伐採面積 （単位：ha）

施業群分類 上限伐採面積 備 考

通 常 伐 期 施 業 130.70 小面積分散伐区施業群

⻑ 伐 期 施 業 57.80 ⻑伐期施業群

複 層 林 施 業 55.48 人工林複層伐施業群・天然林漸伐複層型施業群

天然林・その他施業 262.14 人工林択伐複層型・天然林択伐複層型

（注）１ 上限伐採面積は、計画期間（５年）分の面積である。

   ２ 契約に基づいて主伐を実施する分収林が含まれる場合は、上限伐採面積に含まない。

     本計画では、通常伐期施業の主伐計画面積のうち111.87haが分収林である。

面 積 取扱いの内容 伐期齢又は回帰年

人工林択伐複層 649.52 N 95(35)

天然林択伐複層 1,185.53 N 200(35)

L 180(25)

そ の 他 36.33

6,227.56

（注）１  林地以外の土地の面積は含まない。

   ２  （ ）は回帰年、[ ]は複層伐の初回伐採の伐期齢である。

   ３  人工林複層伐の常時複層状態となるタイプの二段書きは、後伐の伐期齢を二通り設けたもの。

合 計

遺伝子保存林、検定林、試験地、精英樹保護

林等の目的による。

施 業 群

施

業

群

人工林又は天然林において、択伐により部分

的に伐採し、人為あるいは天然力による複層林

化を図った複数の樹種及び樹冠層を構成（階層

構造）する森林。
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主 伐 間 伐 小 計
臨 時

伐採量
計

林 地

以 外
区   分

林     地

合 計

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（４） 伐採総量                                （単位：㎥、ha）

主 伐 間 伐 小 計
臨 時

伐採量
計

(436.67) (436.67)

44,719 44,719

(212.44) (212.44)

19,694 19,694

(224.23) (224.23)

25,025 25,025

(19.75) (19.75)

1,540 1,540

(306.67) (306.67)

31,817 31,817

(202.51) (852.76) (1,055.27)

71,459 99,398 170,857

(154.91) (551.14) (706.05)

61,006 66,652 127,658

(1.91) (243.84) (245.75)

872 26,925 27,797

(45.69) (15.75) (61.44)

9,581 1,730 11,311

(34.32) (34.32)

3,339 3,339

(7.71) (7.71)

752 752

(202.51) (1,615.85) (1,818.36)

71,459 177,474 248,933 24,867 273,800 273,800

(40.50) (323.17) (363.67)

14,292 35,495 49,787 4,973 54,760 54,760

（注） （ ）書きは、伐採面積である。

水 源 涵 養
かん

タ イ プ

合 計

その他

人工林択伐複層型

快 適 環 境 形 成 タ イ プ

森 林 空 間 利 用 タ イ プ

自 然 維 持 タ イ プ

土砂流出崩壊防備

気象害防備

年平均

合 計

林 地

以 外
区   分

林     地

人工林複層伐

⻑伐期

小面積分散伐区

山 地 災 害 防 止 タ イ プ
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主 伐 間 伐 計

林     地
市 町 村 名

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（再掲）市町村別内訳                               （単位：㎥） 

主 伐 間 伐 計

⻑ 野 市 30,483 49,751 80,234

須 坂 市 1,540 1,540

飯 山 市 4,214 5,916 10,130

木 島 平 村 5,000 33,485 38,485

野 沢 温 泉 村 10,096 10,096

信 濃 町 27,841 53,123 80,964

飯 綱 町 718 718

栄 村 3,921 22,845 26,766

（注） 市町村別内訳には、臨時伐採量及び林地以外の土地に係る伐採量は含まない。

林     地
市 町 村 名
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山地災害

防止タイプ

自然維持

タイプ

森林空間

利用タイプ

快適環境

形成タイプ

水源涵養

タイプ
合 計区   分

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

山地災害

防止タイプ

自然維持

タイプ

森林空間

利用タイプ

快適環境

形成タイプ

水源涵養

タイプ
合 計区   分

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（５）更新総量 （単位：ha）

（６）保育総量 （単位：ha）

山地災害 自然維持 森林空間 快適環境 水源涵養
かん

防止タイプ タイプ 利用タイプ 形成タイプ タイプ

単 層 林 造 成 171.46 171.46

複 層 林 造 成 20.71 20.71

計 192.17 192.17

天然下種第１類

天然下種第２類

ぼ う 芽

計

192.17 192.17

合 計

合  計

人

工

造

林

天

然

更

新

区   分

山地災害 自然維持 森林空間 快適環境 水源涵養
かん

防止タイプ タイプ 利用タイプ 形成タイプ タイプ

下 刈 81.40 764.38 845.78

つ る 切 178.52 16.19 194.71

除 伐 32.60 32.60

計 259.92 813.17 1,073.09

保

育

区   分 合 計
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基幹・

その他別

開設・

改良別
路線名 箇 所（林 班） 延 ⻑ 備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

３ 林道の整備に関する事項 （単位：m）

基幹・

その他別

開設・

改良別
路線名 延 ⻑ 備考

基 幹 開 設

計 0 箇所

改 良 温井野々海 163〜166 2 箇所 20

北志賀 153〜156 2 箇所 20

馬曲鳥甲 119〜122、142〜146 2 箇所 15

極野 124〜126 1 箇所 10

計 7 箇所 65

その他 開 設 鳴岩 1040・1041 1 箇所 1,500 

⻑俣沢 64 1 箇所 1,600

計 2 箇所 3,100

改 良 四ノ宮 148・149 1 箇所 10 

朴ノ木沢 129〜133 1 箇所 13

五宝木 110 2 箇所 15

木島山 54〜57 1 箇所 10

赤野田 1076 1 箇所 10

村松 1070〜1072 1 箇所 10

大持 151 1 箇所 10

中ノ沢 150 1 箇所 10

計 9 箇所 88

2 箇所 3,100

16 箇所 153

（注） 災害復旧等緊急を要する工事については、指定箇所以外においても実行できる。

改 良

開 設
合 計

林 班・箇 所
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位   置 区 分 工 種 計画量

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

４ 治山に関する事項 （単位：保全施設 箇所、保安林の整備 ha）

位   置 区 分 工 種 計画量

栃川、馬曲川、野々海川、保科山、池尻沢 保全施設 渓 間 工 5

馬曲川、旭山、保科山、桧俣川
保全施設 山 腹 工 4

保全施設 そ の 他

千曲川下流森林計画区管内の保安林区域内
保 安 林

の 整 備
そ の 他 278.39

渓 間 工 5

山 腹 工 4

そ の 他

保 安 林

の 整 備
そ の 他 278.39

（注）１ 位置は、単位流域を表す。

   ２ 保全施設の計画量（箇所）は、単位流域の数を表す。

   ３ 災害復旧等緊急を要する工事については、指定箇所以外においても実行できる。

合 計

保全施設
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区  分 名  称 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域

（１）保護林の名称及び区域 （単位：ha）

区  分 名  称 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

保存地区

森 林 生 態 系

保 護 地 域

5,200.45

保全利用地区

計 1 箇所 8,839.25

 佐武流山周辺

3,638.80

20い〜は、21ろ〜へ

22は･ニ

23い･イ〜ヘ

24い･ヘ〜チ

25い･イ〜ワ

26い、29い

31い･ろ･イ･ロ

32い〜に･イ

33い･ろ･ほ･り･る･

 イ･ハ･ニ

34い〜に･イ〜ニ

35い〜に･イ

36い〜は

37い･ロ･ヘ〜リ

38い･ろ、39い･ろ

40い〜ほ･か

41い〜は

42い〜に･へ〜ち

43い〜に･へ･ロ･ハ･

 ホ･ヘ

44い〜と･ロ〜ニ

45い･ろ･イ、46い

47い･に･ほ･イ･ハ

 ⻑野県北東部及び新潟県南

部に位置し、日本海側の森林

植生から太平洋側の森林植生

への推移帯にあたる原生的な

森林の生態系を自然環境の維

持、動植物の保護、遺伝資源

の保存、森林施業・管理技術

の発展、学術研究等に資する

ために保護する。

16い〜は･イ

17ろ･イ〜ホ

18ろ･イ、19い･ろ

21い･に

22い･ろ･に･イ〜ハ

24ろ･イ〜ホ･リ

26ろ･は･イ

27い〜は･イ

28い〜ほ

29ろ〜に･イ

30い〜は･イ〜ハ

31は〜ほ、32ほ･へ

33は〜ち･ぬ･ロ･ホ

34ほ、36に

37ろ〜に･イ･ハ〜ホ

 ･ヌ〜タ

38は、39は･に

40へ〜わ・イ

41に･ほ･イ･ロ

42ほ･イ

43ほ･イ･ニ

44イ、46ろ･は･イ

47ろ･は･へ〜ち･ロ･

 ニ

48い･イ･ロ

49い〜は･イ〜ハ
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区  分 名  称 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

生 物 群 集

保 護 林

 カヤの平等 1,399.83   50は･に･イ･ロ

51に･ロ

52に･ほ

  53は〜ち･る･イ

  54へ〜ち･た

55に･ほ

67イ

111い･イ〜ハ

112へ･ニ

113に･へ･ニ〜ル

114は･ぬ〜わ・

   イ〜ホ

台倉山の南東斜面に広がる

カヤノ平一帯のブナ林は、典

型的な日本海型ブナ植物群落

である。また、鳥甲山は、

東、南斜面が切り立った断崖

状を成し、赤色の岩肌が露出

した特異な景観を呈してお

り、周囲に亜高山性針葉樹林

が広がり山頂付近に高山植物

群落が分布している。これら

の生物群集を有する森林の保

護・管理を図る。

⼾隠山 1,889.47 1027ロ

1028に･へ･と･る･わ

    ･つ〜な･ホ

1046へ2･と〜ぬ･

   か〜た･そ〜ら･ロ

1047イ

1048ニ

1049イ

1050イ

1051イ

1052イ･ロ

1053イ〜ニ

1054イ･ロ

1055イ〜ニ

1056イ〜ニ

1057イ〜ホ

1058イ〜ニ

1059イ･ロ

⼾隠山麓にはアカショウビ

ンをはじめ、34科103種の鳥

類の生息が確認され、多種多

様な野鳥が豊富に生息すると

ともに、スギ、カラマツの人

工林とハルニレ、ヤチダモ、

シラカバ、ウラジロモミ等か

ら構成される天然林があり、

これら生物群集を有する森林

の保護管理を図る。

苗場山湿原 1,327.14 8に

9ろ･に･へ

10ろ･は･イ･ロ

11は･ぬ

13へ

14ろ･た･イ

15ろ･ぬ･る･イ･ロ

苗場山の⻄、南斜面の一帯

には、我が国でも有数の規模

の高層湿原、雪田植生、高山

草原等がある。また、大岩山

は、東⻄及び南北に延びる尾

根筋に、安山岩の方状節理が

発達し、切り立った断崖状の

特異な景観を呈するととも

に、広大な苗場山湿原の突端

部となっている。これらの生

物群集を有する森林の保護・

管理を図る。

計 3 箇所 4,616.44
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区  分 名  称 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

希 少 個 体 群

保 護 林

笠ケ岳 180.12 176い･ろ 志賀高原の笠ヶ岳(2,067m)

は上信火山帯に位置する独立

峰で、オオシラビソ、シラビ

ソ、カンバ等から構成される

原生的な天然林となってい

る。

笠山クロベ 4.29 1043や クロベを主体とする天然林

は、ウラジロモミ、カンバ類

が混交しているものの非常に

珍しく、学術的に貴重である

ことから、この個体群の保

護・管理を図る。

小菅山ヒメコマ

ツ

21.04 141は〜り 岩石地帯に通常単木的に自

生するヒメコマツがまとまっ

た群落として見られることは

希少であることから、ヒメコ

マツ個体群の保護・管理を図

る。

米子 1,153.02 1085い〜り･イ〜ハ

1086い〜よ･イ〜ヌ

1087い〜よ･イ〜リ

1088い〜か･イ〜チ

1089い〜ち･イ〜ト

1090い〜は･イ〜ハ

大型の希少鳥類の生息が確

認されていることから、その

生息に必要な森林を保護・管

理する。

計 4 箇所 1,358.47

合 計 8 箇所 14,814.16 
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名  称 延 ⻑ 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（２）緑の回廊の名称及び区域 （単位：km、ha）

名  称 延 ⻑ 面 積 位 置（林小班） 特 徴 等 備 考

緑の回廊

⾬飾・⼾隠

6.2 1,808.34 1056い･ろ

1057い

1058い〜は

1059い〜ほ

1060い〜と

1061い〜た･イ

1064い〜は･イ

1065い･ろ･イ

1066い〜ほ･イ〜ハ

緑の回廊設定区域は、千曲川

下流森林計画区の⼾隠山生物群

集保護林から中部山岳森林計画

区の雨飾・天狗原山生物群集保

護林を連結し、野生動植物の移

動経路を確保し、生息・生育地

の拡大と相互交流を促す等森林

生態系の保護・保全を図ること

を目的とする。

林況はブナを主とする広葉樹

天然林が大半を占めている。

施業については「緑の回廊雨

飾・⼾隠設定⽅針」による。

合 計 1,808.34 

千曲川下流：1,808.34

中部山岳 ：1,983.75

計 ：3,792.09
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

６ レクリエーションの森の名称及び区域 （単位：ha）

種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

自 然

休 養 林

カヤの平 1,454.78 内訳は以下〔ゾーン

区分〕のとおり

〔自然観察教育〕 240.17 59る 育成

複層林

59へ･と･む

152ろ･に･ち

天然

生林

59ロ〜ニ 林地

以外

〔森林スポーツ〕 55.95 153ぬ 育成

複層林

152ほ

153ら

天然

生林

152イ〜ホ

153イ〜リ

林地

以外

〔風景〕 826.69 59ち･り･た

60れ〜う･く･や･

 け･こ･え･あ

150へ･ぬ･る･わ･か

151ぬ･け〜え･

    あ〜め

153に〜と･よ･れ･

そ･む･う･

    お〜 み･ひ

育成

複層林

・園地

 (国)

・歩道

 (国)

59ほ

153ち･た･つ･の

154る･よ

155よ

天然

生林

59イ

60イ･ロ

林地

以外

〔風致探勝〕 331.97 153わ･か･ね･な･し

154と･り･わ･か

155と･ね

育成

複層林

152ほ･と

153り･る

154ち･ぬ

155る･か･た･な

天然

生林

・園地

 (木島平村)

・歩道

(国)

・北ドブ湿原

植物園

(国)

(地方公共団体)

・野営場

 (国)

 (木島平村)

・宿泊施設

 (木島平村)

・自然教育園

(国)

(地方公共団体)

・南ドブ湿原

植物園

(国)

(地方公共団体)

・歩道

(国)

・運動場

 (木島平村)

 志賀高原、野沢温泉

及び秋山郷のほぼ中央

に位置し、県道奥志賀

公園線と県道奥志賀公

園栄線が整備されてお

り、一般者でも気軽に

自然とふれあうことが

できる。

・園地

 (木島平村)

・自然教育園

 (国)

(地方公共団体)

・歩道

 (国)
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

⼾隠・⼤峰 2,623.60 内訳は以下〔ゾーン

区分〕のとおり

〔自然観察教育〕 269.75 1028に･と･つ〜な

1046い1･ろ･に･ほ･

 ち･り･る･わ･か･

 れ･そ･ね･む〜け

育成

複層林

1028ほ･へ･わ

1046は･へ1･へ2･と

 ･ぬ･よ･た･つ･な

 ･ら

天然

生林

1028ト

1046イ･ハ

林地

以外

〔森林スポーツ〕 35.28 1030そ 育成

複層林

1028れ･そ 天然

生林

1028イ〜ハ･チ

1030イ〜ト

林地

以外

〔野外スポーツ〕 402.42 1029ち･ぬ･る1･る2

 ･わ〜た･ね･

 お〜や･こ･ん3･

 ん5･ん6

1045お･ま･け〜こ･

 み･ひ〜せ･ん1・

 ん2

育成

複層林

1029そ･つ･な〜う･

 え〜す･ん1･ん2･

 ん4･ん7

1032り

1034け

1045の･く･や･

 え〜し･す･

 ん3〜ん5

天然

生林

1029イ〜ヘ

1030ヌ

1031ロ〜ニ

1034イ

1045イ〜リ

林地

以外

・歩道

 (国)

(地方公共団体)

・園地

 (国)

(地方公共団体)

・植物園

 (国)

(地方公共団体)

⻑野市街地からの道

路事情が良く、地形や

動植物の多様性に恵ま

れていること及び県都

に近く、善光寺等の観

光地が周辺にあること

から、登山、ハイキン

グ、森林浴、キャン

プ、スキー等四季を通

じて安定した利用があ

る。

・歩道

 (国)

 (⻑野市)

(地方公共団体)

・野営場

 (⻑野市)

・歩道

 (国)

 (⻑野市)

(地方公共団体)

・スキー場

 (⻑野市)

・園地

 (国)

(地方公共団体)
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

〔風景〕 1,285.39 1024ほ･へ1〜3･

 と1･と2･り1〜7･

 ぬ･ら･む1･む2･

 の1･の2･お･く1･

 く2･や･ま･ふ･

 こ1･こ2･え1〜3･

 て〜さ･め･み･

 し1〜3･ん3･ん5･

 ん6

1025は･に

1026い〜へ･ぬ･

 わ〜ね･ら〜ひ

1029へ1〜3･へ５･

 り･ま･ふ

1030り･ぬ･わ･な･

 む

1031に･ほ･る･な

育成

複層林

1022お･や

1023つ･ね

1024ち･わ･そ･つ･

 き･ゆ･す

1025い･ろ･ほ･へ

1026は･と･ち･り･

 る･な

1027ほ

1028ぬ･る

1029ほ･れ･け

1030へ･ち･る･ら

1031と･り･

 わ〜た

天然

生林

1024ヘ･ト･ヌ･ヨ

1025イ

1030チ・リ

林地

以外

〔風致探勝〕 630.76 1024ろ1〜11･た･れ

 ･う･け･せ･ん1･

 ん4

1027い

1028ろ

1029い･に･と

1030い･ろ･ほ･か･

 よ〜れ･う

育成

複層林

・歩道

 (国)

(地方公共団体)

・野営場

 (⻑野市)

・園地

 (国)

(地方公共団体)

・歩道

 (国)

(地方公共団体)

・園地

 (国)

(地方公共団体)
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

⼾隠・⼤峰

〔風致探勝〕

続き

1024い･は･に･る･

 か･よ･ひ･も･ん2

1027ろ〜に

1028い･は･ち･り･

 か･よ･た

1029ろ･は

1030は･に･つ･の

1031い･ろ･へ

1069い･は〜と･

 り〜る･わ〜な

天然

生林

1027イ〜リ･ル〜カ

1028ニ･へ

1031イ

1069イ〜ト

林地

以外

計 2 箇所 4,078.38

自然観察

教 育 林

御鹿池 75.08 1013い〜は･ほ〜ぬ 育成

複層林

1013に 天然

生林

1013イ 林地

以外

計 1 箇所 75.08

野沢温泉 272.64 129さ

130ろ･と･ち･る･わ

 ･か･よ･な〜く

育成

複層林

128よ･ら

129ね･お〜や･

 こ〜あ･き〜め

130い･ヘ・ぬ･

 た〜ね･け･ふ

天然

生林

129イ〜ホ

130イ〜ワ

138イ〜ニ

林地

以外

野沢温泉村の温泉街

と一体になって開発が

進められ、古くからス

キー利用がされてき

た。気候は日本海型の

影響で積雪量が多く、

雪質も良いスキー場で

ある上の平一帯は、ス

ポーツ公園として各種

施設の整備がされ、夏

場の利用も進んでい

る。

・歩道

(野沢温泉村)

・運動公園

(野沢温泉村)

・スキー場

(野沢温泉村)

・園地

 (⺠間)

・食堂･売店

 (⺠間)

野  外

スポーツ

地  域

⿊姫山の東緩斜面、

標高760〜880ｍの間に

あり、御鹿池を中心に

スギ、カラマツの人工

林が広がっている。池

の周辺には、貴重な湿

性植物の群生等があ

り、整備された遊歩道

を利用して、自然観察

を楽しむことができ

る。夏は冷涼な気候で

散策に適している。冬

季にはかなりの積雪が

あり、⿊姫スキー場と

隣接している。

・歩道

 (信濃町)

・園地

 (信濃町)

・資料館

 (信濃町)
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

木島平 252.78 157い〜ほ･と･り･

 か･よ･そ

158い･ろ･ほ･と･

 ち･よ･そ･つ

159は･に･と〜わ

育成

複層林

157へ･ち･ぬ〜わ･

 た･れ

158は･に･へ･

 り〜か･た･れ

天然

生林

157イ･ロ

158イ〜ニ

159イ･ロ

林地

以外

⼾狩 211.91 172そ･お

173は

育成

複層林

172と〜り･り1･る･

 わ〜れ･ね〜の･

 く･や

173い･ろ･ち･ぬ

天然

生林

172イ･ロ

173イ〜ハ

林地

以外

⿊姫 119.41 1011ほ･と･わ〜れ･

 つ･ふ〜あ･ゆ

1012い･ろ･わ･か･

 た･れ1･れ2･

 そ〜ね･な1〜3･

 ら

育成

複層林

1011に･へ･ね･ら･

 む･お〜け

1012へ･り〜よ･む

天然

生林

1011ロ･ハ

1012イ･ロ

林地

以外

牟礼 219.74 1039い〜に･な･ら･

 や

育成

複層林

1039ほ･と･ち〜る･

 わ･た･れ･む〜く

 ･ま〜し･も･せ

天然

生林

1039イ〜ニ 林地

以外

⿊姫山東山麓の⿊姫

高原の一角を占めてい

る。夏季には、散策、

避暑、ハイキング等の

自然探勝的利用、冬季

にはスキー利用がされ

ており、信濃町の観光

資源の一つともなって

いる。⿊姫高原周辺に

は野尻湖等の観光資源

があり、夏季にはこれ

らと一体的な利用もさ

れている。

・スキー場

 (⺠間)

・園地

 (⺠間)

霊仙寺山の中腹から

山麓にかけての東斜面

に開設されたスキー場

である。⻑野市街地か

ら近いので、⻑野市近

郊からの日帰りの利用

者が多い。

・スキー場

 (⺠間)

・歩道

 (飯綱町)

高社山の北面に位置

し、昭和47年から国設

スキー場として利用が

されてきた。比較的交

通条件が良く、隣接地

には宿泊施設等が多く

あり、多くの利用者が

訪れる。

・スキー場

 (木島平村)

 (⺠間)

・園地

 (木島平村)

・飲食施設

 (木島平村)

新潟県と接する関田

山系にあり、昭和44年

に国設スキー場として

指定され、ブナ林の中

に開発されたスキー場

である。⺠有地には⺠

宿が多くあり、スキー

場と密接な関係をもっ

ている。

・スキー場

 (⺠間)

・歩道

 (飯山市)



17

種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

飯縄 203.92 1041る7･る10･

 よ〜れ･ね･な･

 む･お〜あ･ゆ･め

 も･せ･ん1･ん3･

 ん4･ん7

1042へ〜ち･ぬ〜か

 ･れ･ら･く･や･ふ

 ･こ〜て

育成

複層林

1041る11･ら･う･の

 さ･き･み･し･ひ･

 ん2･ん5･ん6･ん8

 ･ん9

1042に･り･よ･の･

 ま･け･あ･さ

天然

生林

1041イ･ニ〜ヘ

1042イ〜ニ

林地

以外

計 6 箇所 1,280.40

風 致

探 勝 林

野々海池 138.90 161り

162か･よ･ね･く

163ろ･は･へ･と

天然

生林

162イ〜ハ

163イ

林地

以外

斑尾 47.52 175に･と･わ･よ 育成

複層林

175へ･か 天然

生林

175イ 林地

以外

飯縄山は成層火山で

あるため、スキー場上

部は急斜面であるが、

下部に移行するにした

がい平地となってい

る。このためゲレンデ

が変化に富んでおり、

初心者から上級者まで

楽しむことができる。

気候は日本海型の影響

を受け積雪量が多く、

⻑野市街地から近いこ

ともあり、家族連れの

利用が多いスキー場で

ある。

・スキー場

 (⻑野市)

関田山系の最大湖で

ある野々海池を囲む一

帯であり、林齢150〜

200年生のブナ天然林が

湖と一体となって調和

のとれた景観となって

いる。近年地元栄村に

より池の東南側にキャ

ンプ場等の施設整備が

されている。

・歩道

 (栄村)

・野営場

 (栄村)

新潟県境に位置する

関田山系の南端にあ

り、希望湖周辺の緩傾

斜地を中心とする一帯

で、高齢級のカラマツ

人工林を主とした林分

からなっている。著名

な斑尾高原の一画をな

しており、駐車場等が

整備され、開発された

⺠有地と一体的利用が

されている。

・歩道

 (飯山市)

・園地

(斑尾観光協会)
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種  類 名  称 面 積 位 置（林小班） 選定理由
施業

方法

既存施設

の概要

施設

整備
備 考

茶屋池 42.68 169ぬ

170ほ

天然

生林

170イ･ロ 林地

以外

風 致

探 勝 林

小菅山 66.75 141い 小菅山の山麓の北⻯

湖と一帯となり、良好

な自然環境を呈してい

る。林相はアカマツ、

ブナ、ミズナラ等の天

然林からなり、近接地

域がヒメコマツ植物群

落保護林として指定さ

れている。北⻯湖南側

の小菅集落には小菅神

社があり、古い歴史を

もっている。

天然

生林

・歩道

 (飯山市)

雑魚川 183.72 52い

53い

54い

60

61い･ほ

63い

64い

天然

生林

54イ

61イ

林地

以外

計 5 箇所 479.57

合計 14 箇所 5,913.43

（注）上記以外のその他レク森施設敷は0.32haである。

関田山系の茶屋池の

周辺にあり、池及び湿

原を中心とした平坦地

からなっている。池周

辺の森林は林齢約150年

生のブナ天然林から

なっている。新潟県上

越市の「光ヶ原高原」

と峠を境にして隣接し

ており、春から秋にか

けての散策等の利用が

されている。

・歩道

 (飯山市)

鳥甲山や台倉山の南

側を流れる雑魚川に

沿って開設された雑魚

川林道及び奥志賀スー

パー林道沿線一帯を区

域としており、ブナ、

ミズナラを主とする林

相からなっている。

・歩道

 (⻑野県)
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施業方法 位置（林小班） 面 積 施業方法 位置（林小班） 面 積

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（参考）レクリエーションの森以外の森林空間利用タイプの施業方法等 （単位：ha）

施業

方法等
位置（林小班） 面積

施業

方法等
位置（林小班） 面 積

施業

方法等
位置（林小班） 面 積

52ろ･は･へ･と 107.05 54に･ほ･ぬ･る 2,785.74 52イ･ロ 195.72

53ろ･り･ぬ 55い･は･と 64イ･ロ

54ろ･は･り･わ〜よ 56ろ･ほ〜と･り

55ろ･へ 57に〜ち

56い･は･に･ち 58ろ･は･ぬ･た･そ･つ

57い〜は･ほ 59い･は･に･れ〜つ

58い･に〜り･る〜よ･れ 60ち･り･る･か･ふ･て

59ろ･わ〜よ 61に･ち･り

60ろ〜と･ぬ･わ･よ･た･ 62は〜へ･ぬ･る

 の･お･ま･さ･き 63は

61ろ･は･へ･と･ぬ〜わ 64へ･と･り･る･れ･つ

62ろ･に･と〜り 121は･に･へ

63ろ･に〜と 122ほ･と･ち

64ろ〜ほ･ち･ぬ･わ〜た 123ほ･と

･そ 124へ･と･ち

121ろ･ほ･と 125よ

122ろ･は･へ 126た･そ〜ね

123に･へ･わ 127か･れ･そ･ね

124は･ほ 128ね

126へ 129つ

127と〜り･つ･な･ら 130り

128れ･そ･つ 138い

141ち･ぬ〜わ･ね･ら〜の 141か

170に･と･ち･ぬ 170ろ･は･へ

育 成

複層林

天然生林 林地以外
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種  類 名  称 設定年 面 積 位 置（林小班） 備 考

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

７ 公益的機能維持増進協定の名称及び区域等

該当なし

８ その他必要な事項

（１）施業指標林、試験地等 （単位：ha）

種  類 名  称 設定年 面 積 位 置（林小班） 備 考

施 業 指 標 林  ブナその他有用広葉樹 S59年度 5.21 61る 天然林施業体系の確立

 天然林施業

ブナ天然更新 H 5年度 2.23 60り 漸伐施業実行箇所

試 験 地  キハダ等天然更新 S54年度 3.13 60ち

 幼齢林保育

スギ耐雪性系統別 S46年度 5.58 109た

ブナ成⻑固定試験 H元年度 18.22 130ほ内

     〃  S63年度 12.32 146ち内

     〃  S63年度 21.95 152に内

富士里カラマツ産地 S33年度 0.73 1038つ （森総研）

     〃  S33年度 1.32 1038う （森総研）            

     〃  S33年度 0.67 1038の （森総研）            

富士里カラマツ人工林収穫 S35年度 1.10 1036け （森総研）

富士里スギ人工林収穫 S37年度 1.50 1038い （森総研）

⺟ 樹 林 特45-1 S45年度 0.67 1001ち 特別⺟樹林（スギ）

展 示 林 北の入スギ耐雪 H 5年度 1.40 135な

系統別試験地

⿊姫山カラマツ施肥試験地 H 5年度 0.88 1019へ

⼾隠森林植物園 S46年度 64.12 1046ろ･ほ･へ1･へ2

 と･ち

次 代 検 定 林   関⻑ 43号（⼀般） H 3年度 0.66 136た･め

  関⻑ 17号（⼀般） S49年度 2.07 1044き

  関⻑ 26号（地域差） S54年度 0.48 1035ら

  関⻑ 38号（⼀般） S63年度 0.57 1034へ2

遺 伝 子   ⻑遺 8号 S44年度 2.00 144ち （スギ）

保 存 林 2.50 141う （スギ）



21

種  類 名  称 設定年 面 積 位 置（林小班） 備 考

精 英 樹 ｽｷﾞ 飯山 6号 S33年度 0.14 137に

保 護 林 ｽｷﾞ 飯山 7号 S33年度 0.10 137ほ

ｽｷﾞ 飯山 8号 S33年度 0.17 137へ

ｽｷﾞ 飯山 9号 S33年度 0.22 136そ

ｽｷﾞ 飯山 10号 S33年度 0.26 130ら

ｽｷﾞ 飯山 11号 S33年度 0.20 130む

ｽｷﾞ 飯山 12号 S40年度 0.20 134ち

ｽｷﾞ 飯山 13号 S40年度 0.20 136る

ｽｷﾞ 飯山 14号 S40年度 0.10 135に

ｽｷﾞ 飯山 15･16号 S40年度 0.32 136つ

ｽｷﾞ 飯山 17･18号 S40年度 0.40 130う

ｽｷﾞ 飯山 19号 S40年度 0.24 130な

ﾋﾒｺﾏﾂ 飯山 106号外14 S42年度 2.77 141は

ｽｷﾞ ⻑野 2号 S33年度 0.02 1015ぬ

ｽｷﾞ ⻑野 3号 S33年度 0.07 1036せ

ｽｷﾞ ⻑野 5号 S33年度 0.09 1036も

ｽｷﾞ ⻑野 6号 S33年度 0.12 1036す

ｽｷﾞ ⻑野 101号 S34年度 0.67 1001ち

巨 樹 ・ 巨 木 ブナ（森太郎） H12年度 170り内

（巨樹・巨木が存する林分）

森 林 施 業 育成単層林施業 H11年度 135て

（針広混交林化）

モ デ ル 林 育成複層林施業 H11年度 153れ

育成複層林施業 H11年度 1022え4

（針広混交林化）

（注）面積は、該当する林小班の面積である。

「巨樹・巨木に係る自主的な保

全活動の推進について」（⻑官

通知）により選定



22

名  称 面 積
対象地

（林小班）
設定の目的等

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（２）フィールドの提供

ア ふれあいの森 （単位：ha）

イ 社会貢献の森 （単位：ha）

名  称 面 積
対象地

（林小班）

⼾ 隠 ふ れ あ い の 森 605.10 1024い･ろ1〜11･ 協定相手方 ⼾隠ふれあいの森 森林整備協議会

（ 平成 11年 度設 定）  は〜ほ･へ1〜3･

 と1･と2･ち･

 り1〜7･ぬ･ら･

 む1･む2･う･の1･ 協 定 期 間 令和６年度末まで

 の2･お･く1･く2･ （令和元年度末更新）

 や〜ふ･こ1･こ2･

 え1〜３･て〜み･ 目 的

 し1〜3･す･

 ん1〜6･イ･ハ･ヘ･

 ル･ワ･ヨ

1028い〜は･ち〜ぬ

 か･た〜そ･イ

1029い〜に･へ1〜3･

 へ5･と･ま

1030い〜ほ･か〜そ･

 う･の･イ〜ニ

1046い1･ろ〜ほ･へ1

 む〜け

設定の目的等

  ボランティア団体等による自主的

 な森林整備活動を行う。

⼾隠森林植物園ボランティアの会

NPO法人やまぼうし自然学校

名  称 面 積
対象地

（林小班）

森林林業再生モデル林 27.36 1037ろ2･ろ3･ぬ 協定相手方 一般社団法人

（平成 23年 度設 定） C.W.ニコル･アファンの森財団

協 定 期 間 令和６年度末まで

（令和元年度末更新）

目 的   自主的な森林整備活動により、健

 全な森林作りを図る。

設定の目的等



23

ウ 木の文化を支える森 （単位：ha）

エ 遊々の森 （単位：ha）

オ 多様な活動な森 （単位：km）

名  称 面 積
対象地

（林小班）

道 祖 神 祭 り の 森 19.21 130ふ･れ 協定相手方 地縁団体野沢組

（ 平成 15年 度設 定） 135い･ほ 協 定 期 間 令和６年度末まで

（令和元年度末更新）

目 的  地域の伝統行事である野沢温泉村

に使われている資材の育成を図る。

⼾ 隠 竹 細 工 の 森 390.05 1003ぬ 協定相手方 ⼾隠中社⽵細工⽣産組合

（ 平成 17年 度設 定） 1024る･か〜れ･つ･ 協 定 期 間 令和６年度末まで

 ひ （令和元年度末更新）

1025は〜へ 目 的

1026わ〜れ･の〜く･

 け･こ･み

1029ほ･ち･り･れ･ふ

1030へ･ち〜ぬ･

 な〜む

1031る･わ･か

設定の目的等

    地域の伝統工芸品である、⼾隠⽵

細工用資材の保護と育成を図る。

名  称 面 積
対象地

（林小班）

山 童
や ま わ ら

の 森
もり

19.83 1037ろ2･ろ3 協定相手方 学校法人 東京環境工科学園

（ 平成 15年 度設 定） 協 定 期 間 令和６年度末まで

（令和元年度末更新）

目 的  国有林野を、林業体験や自然観察

等の多様な活動の場として活用を図

るため設定する。

設定の目的等

名  称 距離
対象地

（林小班）

関 田 ト レ イ ル 35 協定相手方 特定非営利活動法人

（平成 16年 度設 定） 信越トレイルクラブ

協 定 期 間 令和６年度末まで

（令和元年度末更新）

（⼀部⺠有地を含む） 目 的

   ２ 関田山脈の総延⻑80kmのトレイルのうち、国有林が主体の35kmについて協定を締結しているものである。

（注）１ 北信森林管理署、関東森林管理局上越森林管理署及び信越トレイルクラブとの三者協定である。

 豊田山国有林の関

田山脈平丸峠〜中山

峰国有林の天水山の

区間の稜線

  トレイル（森林保全巡視路）の整

 備、維持管理及び利用を通じて、地

 域の活性化に資する。

設定の目的等
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名  称 面 積 協定の概要対象地（林班）

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（３）森林共同施業団地

名  称 面 積 協定の概要

⺠ 30〜34

36

38〜40

47〜49

52

635

国 148〜151 466

⺠ 635

国 466 1 箇所

⺠ 36〜40 205

国 1070〜1076 1,342

⺠ 205

国 1,342 2 箇所
合計

 効率的な作業路網の開設及び間伐等の

推進

対象地（林班）

木島平村四ノ宮地域

森 林 整 備 協 定

合計

⻑野市若穂保科地区

森 林 整 備 協 定

 効率的な作業路網の開設及び間伐等の

推進
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面積 関係林班

関係市町村担 当 区

要存置林野
官行造林地

面 積

不要存置

林野面積

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

（１）国有林野の現状

① 担当区別の区域及び面積 （単位：ha）

面 積 関係林班

木 島 平 山 ノ 内 町 180.12 176

木 島 平 村 5,703.53 54〜64、142〜159

栄 村 1,389.52 50〜55

小 計 7,273.17

野 沢 飯 山 市 2,389.07 141、163〜173、175

野沢温泉村 1,551.64 127〜131、134〜138、140

栄 村 540.28 127〜133

小 計 4,480.99

水 内 山 ノ 内 町 5,403.89 30〜49

栄 村 11,763.85 8〜29、67、102、106〜126

161、162、177

112.45

小 計 17,167.74 112.45

⻑ 野 ⻑ 野 市 1,342.45 1070〜1076 5.73

須 坂 市 1,796.27 1081〜1090 52.25

高 山 村 829.86 1091〜1096

小 川 村 84.45

小 計 3,968.58 136.70

⿊ 姫 ⻑ 野 市 669.45 1001〜1003、1034、1035

信 濃 町 5,608.80 1002〜1024、1033〜1038

1079、1080、1099

飯 綱 町 409.65 1038〜1040

小 計 6,687.90

⼾ 隠 ⻑ 野 市 9,233.12 1025〜1032、1040〜1069、1099 1.22

48,811.50 6.95 249.15

関係市町村担 当 区

要存置林野

合計

官行造林地

面 積

不要存置

林野面積
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森林管理署別
区分

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定し、サイズ調整

② 保安林、自然公園等の面積 （単位：ha）

水源かん養保安林 39,832.97 39,832.97

土砂流出防備保安林 3,987.02 3,987.02

土砂崩壊防備保安林

飛砂防備保安林

防風保安林

水害防備保安林

潮害防備保安林

干害防備保安林 119.24 119.24

防雪保安林

防霧保安林

なだれ防止保安林

落石防止保安林

防火保安林

魚つき保安林

航行目標保安林

保健保安林 (2,267.05) (2,267.05)

風致保安林 (104.71) (104.71)

計 (2,371.76) 43,939.23 (2,371.76) 43,939.23

(1,554.42) 14.98 (1,554.42) 14.98

特別保護地区 (3,749.14) 0.04 (3,749.14) 0.04

第一種特別地域 (5,422.11) 4.21 (5,422.11) 4.21

第二種特別地域 (4,614.49) 236.82 (4,614.49) 236.82

第三種特別地域 (9,144.08) 705.57 (9,144.08) 705.57

地種区分未定特別地域

計 (22,929.82) 946.64 (22,929.82) 946.64

特別保護地区

第一種特別地域

第二種特別地域

第三種特別地域

地種区分未定特別地域

計

第一種特別地域

第二種特別地域

第三種特別地域

地種区分未定特別地域

計

(555.44) 1.93 (555.44) 1.93

(174.49) (174.49)

(0.67) (0.67)

(43.24) 0.14 (43.24) 0.14

(172.94) 44.52 (172.94) 44.52

(27,802.78) 44,947.44 (27,802.78) 44,947.44

(9,303.65) 371.98 (9,303.65) 371.98

(11,235.83) 501.09 (11,235.83) 501.09

(20,539.48) 873.07 (20,539.48) 873.07

(48,342.26) 45,820.51 (48,342.26) 45,820.51

普通林計

法指定地域合計

制限林計

普

通

林

国立公園普通地区

国定公園普通地区

都道府県立自然公園普通地区

自然環境保全地域普通地区

都道府県自然環境保全地域普通地区

鳥獣保護区普通地区

種の保存法による監視地区

その他の法指定地域（普通林）

都市緑地保全法による緑地保全地区

都市計画法による風致地区

林業種苗法による特別⺟樹林

史跡名勝天然記念物

種の保存法による管理地区

その他の制限林

国

定

公
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都

道

府
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立

自

然

公

園
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都道府県自然環境保全地域特別地区

鳥獣保護区特別保護地区

区分
森林管理署別

北信 合計

制

限

林

保

安

林

保安施設地区

砂防指定地

国

立

公

園
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面 積区 分

[Excel 表]を「図」として貼付け

レイアウトオプションで前面に設定

自動車道 軽車道 合 計

延 ⻑

区 分 作業道
林 道

[Excel 表]を「図」として貼付け、レイアウトオプションで前面に設定

（３）林道等の現況 （単位：km）

（４）収穫予想表

別表のとおり。

（５）地元施設等の現況 （単位：ha）

自動車道 軽車道 合 計

延 ⻑ 202 202 3

区 分 作業道
林 道

面 積

282.00

202.86

普 通 13,396.59

薪 炭

放 牧 13.28

合 計 13,409.87

植 樹 用 地

農 耕 用 地

鉱 業 用 地

道 路 用 地 130.27

水 路 用 地 12.38

電 気 事 業 用 地 30.97

温 鉱 泉 用 地

学 校 用 地

採 草 放 牧 地 68.98

建 物 用 地 2.47

そ の 他 貸 地 399.23

合 計 644.30

分 収 育 林 契 約 に 基 づ く 分 収 林

共 用 林 野

貸 地

区 分

分 収 造 林 契 約 に 基 づ く 分 収 林
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収 穫 予 想 表 適用コード： 001

樹 種：スギ
施業群：指定なし 適用森林計画区：千曲川下流、中部山岳（奈川、奈良井、贄川を除く）、千曲川上流

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

ⅩⅩⅨ

ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅧ

0.1
134 490 3.9 624

492134
0.4

ⅩⅩⅦ

ⅩⅩⅤ 32.0 26.0

488 4.1

ⅩⅩⅥ 32.0 26.0 492 3.8

ⅩⅩⅣ 32.0 26.0 488 4.1

490 3.9

617
1.0

622
0.4 0.4

1.0
483

0.2
134

0.2

0.4
3.8 626

612

0.1

4.2 134 483 4.2

1.4 1.4
4.3

1.0

1

ⅩⅩⅢ 31.8 25.8
1.0

134 478ⅩⅩⅡ 31.6

134 472

462 4.6

0.3
4.5

25.3 478 4.3

0.4
ⅩⅩⅠ 31.4 24.8 471

124 430 5.1

23.8 451
3.0

4.7 3 131

ⅩⅩ 31.0 24.3

4 128 443

549
2.8

595
1.8 2.0

4.5 605

ⅩⅧ 30.2 23.6 439 4.9

ⅩⅨ 30.6 454

ⅩⅥ 28.9 21.8 408 5.1
3.8

ⅩⅦ 29.6 22.6 425 5.0

4.8 582
2.2 2.6 0.6

2 133 464 4.6

0.7

5.4 442
4.8

1.5

3.6
4.9 567

2.4

527
3.4

ⅩⅣ 27.3 20.0 368 5.3

389 5.2 7 113

1.8
8 106 376

8

ⅩⅡ 25.4 17.8 725 318 5.3

5.6

ⅩⅢ 26.4 18.8 690 344 5.3

ⅩⅤ 28.2 21.0
5.0 1.3

6 119 414 5.2
4.4 1.1

5
0.8

6.4
5.4 474

4.2

408
5.2 6.8

396 5.3 502

2.6
10 90 328 5.5

8.2 3.0

2.1
98 352

299 5.4 369
5.8 7.8

8.6
5.4

3.6
Ⅹ 22.9 15.4 931 258 5.2 10 70 268

ⅩⅠ 24.2 16.6 773 289 5.3

Ⅷ 19.8 12.8 993 191 4.8

Ⅸ 21.5 14.1 900 225 5.0
6.6

328
6.2

240
6.8 9.0

10 80

11 5.2 285

5.3
11 49 202 5.1

9.2 6.7

4.3
60 236

16 97 3.9 103
6.8

167 4.8 194
7.0 9.2

8.7
Ⅵ 15.7 9.7 1,282 121 4.0 11 27 132

Ⅶ 17.9 11.3 1,114 156 4.5

Ⅳ 10.3 6.2 2,050 54 2.7

Ⅴ 13.2 8.0 1,576 87 3.5
9.0

4.4 148
7.0

60
6.6 8.6

11 38

10

22.2
6 6 60 3.0

12.4

22 1.5 22
6.4 7.6

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ 6.6 4.2 2,677 22 1.5

1



収 穫 予 想 表 適用コード： 011

樹 種：ヒノキ
施業群：指定なし 適用森林計画区：千曲川下流、千曲川上流、伊那谷

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

 

ⅩⅩⅨ

ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅧ

0.1
166 353 2.8 519

ⅩⅩⅦ

ⅩⅩⅤ 32.4 20.8

351 2.9

ⅩⅩⅥ

ⅩⅩⅣ 32.2 20.6 351 2.9

353 2.8

515
0.4

517
0.4 0.4

0.4
349

0.1
166

0.1
514

3.0 166 349 3.0

0.4 0.4
3.2

0.2

1

ⅩⅩⅢ 32.0 20.4
0.2

166 348ⅩⅩⅡ 31.6

166 347

343 3.4

0.1
3.3

20.2 348 3.2

0.2
ⅩⅩⅠ 31.2 19.9 346

151 337 4.0

19.3 339
2.0

3.6 5 163

ⅩⅩ 30.7 19.6

7 158 341

479
1.2

508
0.6 0.8

3.3 512

ⅩⅧ 29.5 19.0 334 3.7

ⅩⅨ 30.1 344

ⅩⅥ 27.7 18.2 320 4.0
2.0

ⅩⅦ 28.6 18.6 328 3.9

3.6 502
0.8 1.2 0.4

2 165 345 3.5

0.6

4.6 387
3.0

1.6

2.6
3.8 492

1.0

462
1.6

ⅩⅣ 25.3 17.0 772 298 4.3

720 310 4.1 13 131

2.0
14 118 312

14

ⅩⅡ 22.4 15.7 910 266 4.4

5.0

ⅩⅢ 23.9 16.4 835 283 4.4

ⅩⅤ 26.7 17.6
4.2 1.3

11 142 331 4.1
3.4 1.0

9
0.8

5.8
4.5 416

2.4

356
3.4 6.2

323 4.3 441

2.9
15 90 281 4.7

7.8 3.3

2.2
104 297

258 4.7 319
4.4 7.4

8.4
4.7

4.1
Ⅹ 19.3 14.1 1,100 219 4.4 14 61 233

ⅩⅠ 20.9 14.9 1,000 244 4.4

Ⅷ 15.9 12.1 1,411 160 4.0

Ⅸ 17.6 13.2 1,244 191 4.2
5.6

280
5.0

194
6.2 8.8

14 75

13 4.5 238

6.0
11 34 171 4.3

8.0 7.1

5.0
47 204

7 72 2.9 75
5.8

137 3.9 151
6.4 8.6

8.9
Ⅵ 12.2 9.7 1,877 97 3.2 7 14 104

Ⅶ 14.1 11.0 1,618 128 3.7

Ⅳ 8.3 6.7 2,598 43 2.2

Ⅴ 10.3 8.3 2,200 68 2.7
7.2

3.5 111
6.2

46
5.0 5.8

9 23

4

14.4
2 3 45 2.3

10.9

24 1.6 24
4.0 4.4

1 1

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ 6.2 4.8 3,071 23 1.5

2



収 穫 予 想 表 適用コード： 022

樹 種：カラマツ
施業群：（長伐期、人複）以外 適用森林計画区：千曲川下流、中部山岳（奈川、奈良井、贄川を除く）、千曲川上流

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

ⅩⅩⅨ

ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅧ

ⅩⅩⅦ

ⅩⅩⅤ

ⅩⅩⅥ

ⅩⅩⅣ

   

ⅩⅩⅢ

ⅩⅩⅡ

113 283

280 2.8

 
2.7

0.2
ⅩⅩⅠ 34.0 23.0 283

109 268 3.2

22.0 275
1.0

2.9 1 112

ⅩⅩ 33.0 22.0

2 111 273

375
1.0

393
0.6 0.6

2.7 396

ⅩⅧ 32.0 22.0 271 3.0

ⅩⅨ 33.0 276

ⅩⅥ 31.0 21.0 261 3.3
1.6

ⅩⅦ 31.0 22.0 266 3.1

2.9 387
1.0 1.2 0.4

1 113 281 2.8

0.4

3.7 331
2.0

1.0

1.4
3.0 382

0.8

368
1.0

ⅩⅣ 29.0 20.0 243 3.5

253 3.4 3 105

1.2
4 102 247

5

ⅩⅡ 26.6 19.4 415 221 3.7

2.6

ⅩⅢ 28.0 20.0 233 3.6

ⅩⅤ 30.0 21.0
2.0 0.8

2 107 263 3.3
1.4 0.5

2
0.5

2.8
3.5 345

2.0

314
2.4 3.4

256 3.4 358

2.1
6 93 227 3.8

4.6 2.3

1.5
98 238

213 3.9 292
3.2 4.4

5.0
4.0

2.7
Ⅹ 24.1 17.9 462 190 3.8 9 79 199

ⅩⅠ 25.4 18.8 434 205 3.7

Ⅷ 20.9 16.0 561 158 4.0

Ⅸ 22.7 17.1 501 174 3.9
3.2

269
3.0

217
3.2 5.4

8 87

11 4.1 244

4.3
12 59 170 4.3

6.6 5.1

3.2
70 185

23 106 4.2 119
4.2

150 4.3 185
4.0 6.4

6.1
Ⅵ 17.0 13.6 762 117 3.9 12 35 129

Ⅶ 19.1 14.9 646 138 3.9

Ⅳ 12.4 10.2 1,161 72 3.6

Ⅴ 14.7 12.0 936 96 3.8
6.6

4.3 152
4.2

85
4.8 6.8

12 47

10

16.3
9 13 81 4.1

8.0

42 2.8 42
6.8 8.6

   

5.6 5.2 1,800 13 1.3

4 4

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ 8.9 7.9 1,471 38 2.5

3



収 穫 予 想 表 適用コード： 024

樹 種：カラマツ
施業群：長伐期、人複 適用森林計画区：千曲川下流、中部山岳、千曲川上流、伊那谷、木曽谷

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

   

733
1.0

3.0 738

ⅩⅩⅨ 45.2 27.2 450

2833.0 455

283 450 3.1

ⅩⅩⅩ 45.2 27.2 455

3.1

283 446

0.2

ⅩⅩⅧ 45.1 27.2 446

0.3

725
1.0 0.8 0.2

3.2

283 432 3.5 715

438283

3.2

0.8 0.2

729
0.8 0.2

283 442 3.3

0.8

0.8
ⅩⅩⅦ 44.9 27.2 442

ⅩⅩⅤ 44.2 27.2

3.3

426 3.6

ⅩⅩⅥ 44.6 27.2 438 3.4

ⅩⅩⅣ 43.7 27.2 426 3.6

432 3.5

703
1.2

709
0.8 1.2

1.2
420

0.3
283

0.3

1.2
3.4 721

696

0.3

3.7 1 283 421 3.7

1.2 1.8
3.8

1.2

3

ⅩⅩⅢ 43.3 27.2
1.4

2 282 416ⅩⅩⅡ 42.4

280 410

254 399 4.0

0.4
3.9

27.1 414 3.8

0.5
ⅩⅩⅠ 41.6 27.0 407

258 382 4.5

26.6 254 390
3.0

4.1 5 273

ⅩⅩ 40.9 26.8

10 268 390

628
1.8

676
1.2 2.2

3.9 687

ⅩⅧ 38.6 26.3 258 380 4.2

ⅩⅨ 39.8 395

ⅩⅥ 36.1 25.7 280 359 4.5
2.0

ⅩⅦ 37.4 26.0 266 370 4.4

4.2 663
1.4 2.6 0.7

4 277 403 4.0

0.8

5.2 523
2.4

1.6

4.0
4.3 648

1.6

605
2.0

ⅩⅣ 33.4 24.7 317 336 4.8

297 348 4.6 15 232

1.8
15 217 351

16

ⅩⅡ 30.4 23.4 365 306 5.1

5.4

ⅩⅢ 31.9 24.1 339 321 4.9

ⅩⅤ 34.8 25.2
5.0 1.4

14 246 373 4.7
4.6 1.2

12
1.1

6.0
5.0 553

2.2

492
3.0 6.2

363 4.8 580

2.2
17 186 323 5.4

7.2 2.5

1.9
202 337

307 5.6 459
3.2 6.6

7.6
5.8

2.8
Ⅹ 27.1 21.7 434 271 5.4 20 152 291

ⅩⅠ 28.8 22.6 397 290 5.3

Ⅷ 23.4 19.3 550 235 5.9

Ⅸ 25.4 20.5 485 253 5.6
3.6

423
3.8

345
3.6 8.0

17 169

22 6.1 385

4.1
23 110 258 6.5

10.2 5.0

3.2
132 275

43 168 6.7 194
6.6

235 6.7 298
4.8 9.4

6.2
Ⅵ 19.2 16.0 770 184 6.1 20 63 204

Ⅶ 21.4 17.8 645 211 6.0

Ⅳ 14.3 11.5 1,110 111 5.6

Ⅴ 16.9 13.9 920 151 6.0
10.6

6.8 247
5.4

137
8.0 11.4

24 87

17

12.6
14 26 125 6.3

8.6

78 5.2 81
8.4 11.2

3 3

   

7.0 5.5 1,750 23  

9 12

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ 11.4 8.7 1,375 69 4.6

4



収 穫 予 想 表 適用コード： 021

樹 種：アカマツ
施業群：指定なし 適用森林計画区：千曲川下流、中部山岳、千曲川上流、伊那谷、木曽谷

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

ⅩⅩⅨ

ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅧ

ⅩⅩⅦ

ⅩⅩⅤ

ⅩⅩⅥ

ⅩⅩⅣ

   

ⅩⅩⅢ

 ⅩⅩⅡ

125 228

226 2.3

 
2.2

0.2
ⅩⅩⅠ 35.0 21.0 228

122 213 2.5

20.0 222
1.2

2.3 1 125

ⅩⅩ 34.0 20.0

2 124 219

332
1.4

351
0.4 0.4

2.2 353

ⅩⅧ 33.0 20.0 217 2.4

ⅩⅨ 34.0 223

ⅩⅥ 31.0 19.0 201 2.5
2.0

ⅩⅦ 32.0 19.0 210 2.5

2.3 347
0.8 0.8 0.4

125 226 2.3

0.5

2.7 274
2.2

1.6

1.8
2.4 341

1.0

320
1.8

ⅩⅣ 29.2 17.6 330 181 2.6

191 2.5 5 115

1.9
6 110 187

7

ⅩⅡ 26.6 16.4 374 159 2.7

3.0

ⅩⅢ 27.9 17.0 350 170 2.6

ⅩⅤ 30.0 18.0
2.8 1.4

4 119 205 2.6
2.4 1.2

3
0.8

3.4
2.7 291

2.0

256
2.2 3.6

196 2.6 306

2.8
10 97 169 2.8

4.6 3.2

2.2
104 177

157 2.9 234
2.4 4.4

4.8
2.9

3.7
Ⅹ 22.9 14.7 478 134 2.7 11 77 145

ⅩⅠ 24.8 15.6 421 147 2.7

Ⅷ 18.8 12.7 640 106 2.7

Ⅸ 21.0 13.8 545 121 2.7
2.6

211
2.6

161
3.0 5.2

10 87

11 2.9 187

5.7
14 55 120 3.0

6.0 6.9

4.5
66 132

11 69 2.8 71
3.2

106 3.0 132
3.0 5.8

8.7
Ⅵ 13.6 10.0 1,100 76 2.6 15 26 91

Ⅶ 16.2 11.4 815 91 2.7

Ⅳ 7.9 6.7 2,130 44 2.4

Ⅴ 10.9 8.5 1,565 60 2.5
6.2

3.0 102
3.0

46
3.2 5.0

15 41

9

10.4
2 2 46 2.3

9.4

28 1.9 28
3.2 3.6

   

2.4 2.8 3,170 14 1.9Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ 5.0 4.8 2,680 28 2.2

5



収 穫 予 想 表 適用コード： 032

樹 種：その他針葉樹
施業群：指定なし 適用森林計画区：千曲川下流、中部山岳、千曲川上流、伊那谷、木曽谷

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

538
0.4 0.6

2.4 541

ⅩⅩⅨ 34.0 18.0 352

1872.4 355

1 186 353 2.4

ⅩⅩⅩ 34.0 18.0 354

2.4

185 351

0.2
1

ⅩⅩⅧ 34.0 18.0 349

0.5

530
0.6 0.8 0.2

22.5

177 345 2.8 518

3473 180

2.5

1.2 0.3

534
0.6 0.8 0.2

183 350 2.6

0.6

0.4
ⅩⅩⅦ 34.0 18.0 347

ⅩⅩⅤ 32.0 18.0

2.6 3

342 2.9

ⅩⅩⅥ 33.0 18.0 344 2.6

ⅩⅩⅣ 32.0 18.0 337 2.8

341 2.7

500
1.0

510
0.8 1.6

2.0
332

0.6
5 173

0.7

1.2
2.7 524

489

0.3
4

2.9 6 168 338 2.9

1.4 2.8
3.0

1.0

8

ⅩⅩⅢ 31.0 17.0
2.2

7 162 334ⅩⅩⅡ 31.0

155 328

312 3.1

0.9
3.0

17.0 327 3.0

1.0
ⅩⅩⅠ 30.0 17.0 320

117 292 3.4

16.0 303
4.2

3.2 10 138

ⅩⅩ 29.0 16.0

11 128 303

397
2.4

459
1.6 3.2

3.1 475

ⅩⅧ 27.0 16.0 292 3.2

ⅩⅨ 28.0 313

ⅩⅥ 25.0 14.5 660 266 3.3
3.2

ⅩⅦ 26.0 15.0 280 3.3

3.3 441
1.8 3.6 1.2

9 147 321 3.2

1.4

3.4 279
4.0

2.5

4.6
3.4 420

2.2

371
2.8

ⅩⅣ 22.3 13.3 820 232 3.3

740 250 3.3 13 92

2.9
12 79 244

11

ⅩⅡ 19.2 12.0 1,020 191 3.2

6.2

ⅩⅢ 20.7 12.7 910 212 3.3

ⅩⅤ 23.7 13.9
5.8 2.2

13 105 279 3.5
5.2 1.9

12
1.6

6.4
3.5 311

3.6

247
4.2 6.4

263 3.5 342

3.5
11 56 202 3.4

6.4 4.0

3.1
67 223

180 3.3 215
4.2 6.4

6.4
3.1

4.7
Ⅹ 16.1 10.2 1,270 148 3.0 9 35 157

ⅩⅠ 17.7 11.1 1,130 170 3.1

Ⅷ 12.5 8.0 1,630 101 2.5

Ⅸ 14.3 9.1 1,430 125 2.8
4.6

183
4.4

120
4.8 6.2

10 45

7 2.9 151

6.5
7 19 108 2.7

5.2 7.6

5.5
26 132

2 44 1.8 44
3.4

85 2.4 91
4.4 5.8

8.4
Ⅵ 9.4 5.5 2,100 59 2.0 4 6 63

Ⅶ 11.0 6.7 1,840 79 2.3

Ⅳ 5.3 3.6 2,760 27 1.4

Ⅴ 7.8 4.4 2,400 42 1.7
4.2

2.1 65
4.0

27
3.0 3.4

6 12

2

27 1.4
10.3

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ

6



収 穫 予 想 表 適用コード： 041

樹 種：広葉樹
施業群：指定なし 適用森林計画区：千曲川下流

胸 高
直 径

樹 高 本 数 幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

幹材積
幹材積
累 計

幹材積
連 年
成長量

平 均
成長量

総収穫量 成長率

ｃｍ ｍ 本 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3     ％

（注） 二重線以降の齢級については、収穫予想表から推定した数値である。

21322.0 213 1.2

211
0.1

ⅩⅩⅩⅥ 44.0

212

211 1.3

ⅩⅩⅩⅣ 43.0 21.0 212 1.2

22.0 212 1.2

ⅩⅩⅩⅡ 42.0 21.0 211 1.4
0.1

0.1 0.0

ⅩⅩⅩⅢ 43.0 21.0 211 1.3

ⅩⅩⅩⅤ 44.0 212 1.2 212
0.1 0.1 0.1

213 1.2

1.4 209
0.1

0.0

0.1
1.2 212

0.1

211
0.1

ⅩⅩⅩ 41.0 21.0 210 1.4

210 1.4

0.1
210

ⅩⅩⅧ 40.0 20.0 209 1.5

0.1

ⅩⅩⅨ 41.0 20.0 209 1.4

ⅩⅩⅩⅠ 42.0 21.0
0.1 0.1

211 1.4
0.1 0.0

0.1

0.1
1.4 210

0.1

209
0.1 0.1

210 1.4 210

0.1
209 1.5

0.2 0.1

0.0
209

1.6 205
0.4

208 1.5 208
0.2 0.2

0.4
1.6

0.2
ⅩⅩⅥ 38.0 20.0 207 1.6 207

ⅩⅩⅦ 39.0 20.0 208 1.5

ⅩⅩⅣ 35.0 19.0 202 1.7

ⅩⅩⅤ 36.0 19.0 205 1.6 205

207
0.2

202
0.6 0.6

0.3
202 1.7

0.8 0.4

0.3

1.8 191
0.8

199 1.7 199
0.6 0.6

0.4
ⅩⅩⅡ 32.2 18.4 303 195 1.8 195

364 185 1.9

ⅩⅩⅢ 34.0 19.0 199 1.7

0.6
ⅩⅩⅠ 30.5 18.4 331 191 1.8

ⅩⅩ 28.8 18.2

159
1.8

0.8
1.8 195

0.8

185
1.2 1.2

191

168

159 1.9

ⅩⅧ 25.4 17.2 448 168 1.9

17.8 403 177 1.9

ⅩⅥ 22.0 15.6 570 150 1.9
2.0

1.8 1.0

ⅩⅦ 23.7 16.4 499 159 1.9

ⅩⅨ 27.1 177 1.9 177
1.6 1.6 0.9

185 1.9

1.8 119
2.2

1.5

1.8
1.9 168

1.8

150
1.8

ⅩⅣ 18.6 14.0 750 130 1.9

650 140 1.9

1.8
130

ⅩⅡ 15.2 12.2 1,052 109 1.8

2.0

ⅩⅢ 16.9 13.1 882 119 1.8

ⅩⅤ 20.3 14.8
2.0 1.4

150 1.9
1.8 1.2

1.1

2.2
1.9 130

2.0

109
2.0 2.0

140 1.9 140

1.9
109 1.8

2.2 2.4

1.8
119

99 1.8 99
2.0 2.0

2.4
1.8

3.0
Ⅹ 11.8 10.4 1,585 88 1.8 88

ⅩⅠ 13.5 11.4 1,267 99 1.8

Ⅷ 8.3 8.2 2,855 65 1.6

Ⅸ 10.0 9.3 2,100 76 1.7
2.4

88
2.2

65
2.2 2.2

1.7 76

4.2
65 1.6

2.6 5.8

3.2
76

29 1.2 29
2.2

53 1.5 53
2.4 2.4

6.6
Ⅵ 4.9 5.8 6,650 40 1.3 40

Ⅶ 6.6 7.1 4,093 53 1.5

Ⅳ

Ⅴ 29 1.2
2.2

1.3 40
2.6

Ⅱ

齢 級

主 林 木 副 林 木 主 副 林 木 合 計

Ⅰ

Ⅲ

7


